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食糞行動について

ウサギは食糞行動をとります[1]。食糞行動はうさぎにとって必要不可欠な行動であり、この行動
によってウサギは必要な栄養素を再摂取しています[1]。ウサギが食糞で摂取することで知られ
ている軟糞（盲腸便）はタンパク質に富んでいるだけでなく、ビタミン類も含んでおり[1]、これらの
栄養素はウサギの盲腸内にいる微生物により作られています[1]。ウシやヤギのように発酵槽
（微生物を棲ませ飼料中の繊維を分解してもらうところ）が胃の前にあれば、その後に続く胃や小

腸でタンパク質（微生物由来）を消化し、利用することができますが、ウサギの発酵槽は盲腸であ

り、後には結腸しかありません[1-3]。結腸の主な機能は水分の吸収や食物繊維の発酵産物であ
る短鎖脂肪酸の吸収であり、タンパク質は消化できません[4]。そのため、ウサギは軟糞中のタン
パク質を利用するためにも食糞をする必要があるのです。余談ですが、食糞行動が初めて報告

されたのは1882年[5]と約140年前になります。よほど信じられなかったのか別の研究者が57年
後の1939年に本当にウサギが食糞をするのか観察し、Natureの論文として報告しています[6]。

今ではウサギを飼育されている方であれば、ウサギが食糞することをご存知かと思いますが、食

糞行動の頻度や実は硬糞（捨てる糞）も食べていることはあまり知られていないのではないでしょ

うか。ウサギの軟糞の重量を測定した研究[7]では、主に朝から昼にかけて食糞をしていることが
わかります（図1）。

図1．1日当たりの軟糞排泄量と飼料摂取量（Carabaño and Merino, 1996）

また、ノウサギでは硬糞を再摂取することも報告されています[8]。ノウサギの場合、飢えをしの
ぐために硬糞も食べることがあると考えられている[8]ようです。アナウサギでは、母ウサギが自
分の腸内細菌を子ウサギに引き継がせるために、生後間もない子ウサギたちが眠る巣内に硬糞

を数粒置くそうです[9]。ちなみに、母ウサギが巣内に置く糞の数は分娩後から6日目までは多く、
徐々に減少し、生後2週間目以降は糞を巣内にあまり置かなくなるようです[9]。
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食糞による窒素利用性の向上

ウサギに限らずほとんどの動物の構成成分は水分が約60％と最も多く、その次にタンパク質が
約20％を占めるといわれています[4]。動物の体に存在するタンパク質は日々合成と分解が行わ
れており、動物は体を形作っているタンパク質を飼料から摂取しなければなりません[4]。飼料中
のタンパク質はウサギに消化吸収されるとアミノ酸にまで分解され、体タンパク質（ウサギの体を

構成するタンパク質）や非タンパク質性誘導体（神経伝達物質やホルモン等）の合成に利用され

ます[4]。このようにタンパク質は一度ウサギの体内に取り込まれると様々な物質に変換され体内
を巡るため、タンパク質の構成最小単位である窒素に注目することで、タンパク質の分布や流れ

等を把握することが可能です。ちなみに、タンパク質には窒素が約16%含まれており[9]、飼料中
に含まれるタンパク質量は粗（おおよその）タンパク質量として表示されています（厳密には飼料

中の窒素を分析したのち6.25を掛ける）。

ウサギの窒素代謝の様子を図にすると、食糞行動が窒素利用性の向上に貢献している[10]こと
がわかります（図2）。牧草（アルファルファ乾草）のみを与えられたウサギの食糞を阻止するかし
ないかで窒素の消化率は食糞阻止により15%ほど下がり、窒素の蓄積量も15%ほど低下したそ
うです[10]。

図2．ウサギの窒素代謝の模式図

ウサギが摂取した飼料中のタンパク質は消化酵素の影響を受けペプチドやアミノ酸等に分解さ

れ、大半が小腸で消化吸収され、残りは盲腸に流入します[4, 11]。その際アミノ酸にまで分解さ
れ肝臓に運ばれますが、植物性タンパク質はアミノ酸の組成が動物性タンパク質とは異なります

ので、ウサギの体に蓄積するための体タンパク合成に利用できないアミノ酸が多く含まれていた

りします。このアミノ酸は肝臓で尿素に変換され、尿として排泄されるのですが、ウサギはこの尿

素の一部を盲腸内にいる微生物のために再利用することができます[3, 11]。微生物が増殖する

→ 軟糞の流れ



ときにはこの尿素をアンモニアに変換して利用しています[3, 11]。つまり、ウサギにとっては捨て
るはずだった尿素（窒素）が微生物として生まれ変わり、軟糞として再度利用されていることにな

ります（図2）。

生物価

体内に消化吸収された窒素に対する体内に蓄積された窒素の比を生物価(図3)といい、摂取す
るタンパク質の生物学的価値（どの程度利用できるのか）を表します[4, 9]。

図3．生物価について（数値は適当に設定したもの）

動物は必須アミノ酸を外部から摂取しなければならないため、必須アミノ酸の割合が高い動物

性タンパク質の方が植物性タンパク質よりも生物価が高くなります[4]。ウサギは図2のように植物
性タンパク質を飼料として与えられ摂取しますが、盲腸で増殖させた微生物体タンパク質を食糞

により再摂取し消化吸収しています。また、生物価は牧草（植物性）よりも軟糞（非植物性）の方

が高いため、ウサギの窒素代謝に食糞行動が貢献していることにつながります。さらにウサギの

栄養学（1）に記載した通り、盲腸便のタンパク質含有率は30%を超えており、飼料中タンパク含
有率を大きく超えています。極端な例えですが、ヒトで考えた場合、キャベツを食べたら体の中で

ハンバーグに変換し、そのハンバーグをもう一回食べるというような感じでしょうか。

軟糞について

軟糞の形が硬糞と異なり、水っぽく小さい粒がたくさんある形状をしていることはみなさんご存知

かと思いますが、この形がどのようにして作られているかははっきりとわかっていません。また、

前述のように軟糞はウサギにとって重要なものであり、食糞行動はウサギが生きるうえで必要な

機能（栄養戦略）です。ヒトで考えると汚いからといって食糞をやめさせることはしてはいけませ

ん。

..、100%)

消化吸収した空索 (70%)

タンパク費15％含有の乾物飼料を100g摂取した場合

100 X 0.15 + 6,.25=2.4 

2.4 g（摂取窒素）の70％はL68g（吸収窒素）
2.4g（摂取空索）の35％は0.84g（蓄積窒緊）

生物価
ふ禎窒平
＝ 
吸収窒素
x l!.00 

0. 84 ~ 1. 68 x 100,:, 50 
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